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琉球におけるパイン産業

発展上の諸問題 (5)

寄稿者 三度 辺 教 書受

(2 パイン栽培上考慮すべき詰問浬のつゞき)

植付 方 法 に つ い て

この間過は種苗､植付jf法,及び植付峠期に:･'･大別

することができるO私は今まで種苗につV'ては吸群芽あ

るいは府月三の70匁 (260g)以J･のものを使用すべきこ

とを述べ､植付けのjf法としてはなるべ く淡く植えるこ

と､植付方法はIIL地栽培では二//鵬 が普通であるが (刺

間2尺､林間1.0-13尺､畦巾30-3.3尺)､琉球の如

く暴風の披;与の多い処では3-4列旭 が 望ましく､小

親膜の憤斜地栽培では等高線 旭にそ って､列 数を一個

多 くすることも考膚の余地のあることを述べた｡なお反

当地付人数に就ては現在の三菱系スムース､カイエンで

は4000人 位がよいと思うが､更に旺巾､列数､列間役

び株間の距離等を考窟することによって､本数を増すこ

とも考えるべきであり､優良系統になれば､一個栽旭人

数の増加がpJ能であると述べ､一応 私案として下記の如

き植付方法を堆奨した｡

第1案 4列旭､株間 1.3尺､ 列間 1,5尺､ 畦間

3.0尺､107-ル当 4 400人

第 2案 4/jU楠,株 間 1.2尺,列間 コ.8尺, 畔間

3.0尺､107-ル当 J130O人

柚flIILrj.:柑舶こrBlf血(8jrF旬から9月細め)と春的 (3

月-4月)の加Z=があるが､春植えは幡苗が少く､貯誠

稚苗のf･IJ用をも考えなければならないから夏旭が普通で

あり､その時期は雨季の終りごろでなるべ く大きV,笛を

用V,るべきである｡但し琉球では6月ごろに綿えると小

さいfr.tでもその後の生育がよいとの事であり､叉仮的苗

をhFf_真ることも良い結果を得ている様であるから､若し

その様なノj杭がよV,様ならば･E､ずLも大きV,筒を8-9

月に払える必要もなV,ものと思う旨を述べた｡

以上の点につVlて､その後の状嬢を比較検討j~るに､

入荷のよいことにつV,ては全般的に丁解が子'.圭られた様で

あるが､胎付人数即ち'･,宅:旭につV,ては多少の輿 論も生じ

てV',るようであり､柏付崎期の問題も､収椎欄の調性とい

う見地から癖楠の問題が 一･号てiSに論ぜられて いる様であ

る｡

私はパインの加工用作物として､文仙挽盟ユY3に好 )r銅~

る作物である1g.由は､/くイン[対の経営が､植ィ､ほ でに l

分の注意を払えば､枝は極めて僅かのYJ･ノJでその経営が

t･J能であり､極めて手のかからない†官物であるかよゝであ

ると思 っている｡ この事はノくインを栽研する熟練段′秦も

認める所で ｢パインは第一回収穫さえうまく行けば経は

問題でなV,｣とV,つてV,ることからも&'せられるO

以上の様な点から私はパイン栽培の生産凸を1げる Ĵ策

として最も注意すべき点は植付時期､植付))一法､種苗等

であると考えて V,る｡従 って私は今まで政吉緬として 一般

的な方法を述べたが､更にこれを詳細に述べ､行ィ､'r_の研

究を促すことは生産控低減に大きV,符',).'-EJりを月iすものと

思うのである｡

一般的には政府舛あるいは紹井の人苗がよいことは申す

までもなV,が､現状の僕に柿苗が多数iL-:JJrt.せられ､しか

も新細面横が -･定化して くると 良 L'打の越川が''('i姐と'+(.

る. この様になると今まで揃 った種EII'1-の人ヰ困難な吸iii

の如きも卜分相LHL亜巨となり､しかも=i紬か ら結′)iほで

の期間が紬かV,からある場合にはこのノJがfj-川になる場

合も生ずる｡種苗の大きさも､私は70匁 (260g)u L

のものを堆称したが,挿筒に金納さえあれば､ai-に人rt'1-

を使用したjfがよく,80匁-10O匁 30()375g)の

種苗が革ましい｡但し;t川せ川V,る場汁には余り人きい

稚苗を堪ふと適 的Jにな 1･)､T.･物の小 てい､与.fIlJ)ノこキ

V,糸純を選ぶli険があり,IT'il]･¥,お くJt.て)̂f7.:･'1･.し/I-I,I)

を用V,ることは､同株の意味において吸H.の充El･:ll()'17Yl
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純TL,一軍ぶ紙幣になる'凡かがある｡なお桧ての挿類の派閥

lr門り､不良系統のj'1.から宵をとってはいけなvIE.と､

修良帯紙でも母本の牲膏の愁い株からの探苗は避けるべ

きであり､その他病虫'.ヤのTほしい圃物かLの探苗も避け

た方がよV'

挿笛は取!Jiいが孔燕であると生長部の幼vl盛に傷をつ

けJLl'･;間の原閃となり､又帝都は堆環して克 くと新集が白

化徒長し､ これ叉J'd潤の原閃となる場合が多V,から注意

すべきであるo柿fl'3-の-秤として仮植稀首の利用は琉球

において考えるべき串である｡琉球では暴風の関係上な

るべく早く植付け､暴風時期には括苗の状態にもってく

ることも一つの方浩であり､この意味から3-6月ごろの

栽櫨は考膚に値する｡特に冬季寒冷な沖縄では9月に植

付けると翌年3月までは低温の為に生育が悪いから3月

ごろに植付けるとよV,場合がある｡又人為開花処理を行

う為には､8-9月値では翌年の5月に開花処理を行っ

ても果物が小さかったり､果物収穫期が冬季に入るから

是を仮構首で3-6月に植付け､翌年の3-4月に開花

処用をすれば大変好都合となることも考えられるoなお

仮植苗は夏季生産芯の貯蔵したもの､あるV,は冬実の苗

と比較研究することも一つの研究問題である｡

柄苗の予措もその後の生育に関係するから研究の余地

があるo従束は採 宙して1週 間以内に下1-iK;を剥いで陽

乾し､植付けることが提唱されているが､この方法は発

根も早く発根数も多V,が､最近はホルモンを使用すると

更に発根､碓青がよいことが誰明せられてV,る｡使用方

法はインド-ル､ブチリツク酸の加 里 穂 02gをタル

ク1gと混じ為部にまぶして植付けるのである｡

仮植苗は発根教が少いから注意して坂扱わなければな

らない. トー?:;を剥V,でやや抜管く植付け､新根の発生を促

すことも一･つの)j法であろうと思われ､色 の々面におV'

て研究の余地が多い｡最近パイン萎ちよう病予防の為に

パラチオン消毒が行われてV,るが､これは現在の処は是

非行うべきことであるが､定の使用法も一寸方法を誤っ

たり､あるV,は細ィ､僻 湖の関係で芯贋を生じたり､後の

生育が悪い場合があるから､卜分に処確法の研究が大切

である｡種苗の消遠も出演れはやらなV,方がよいので､

是が為めには-rlも早 くパインコナカイガラムシのV,な

V,圃場を作ることが大切である｡

植 付 け の 深 浅

植付けの深さはその按の生育やJLJ.屑の発生に関係するか

ら注意しなければならなV,っ一般的には種苗が倒れなV,

程度の盛櫨がよV,｡但し乾燥地や砂質土ではやや軟 く､

粘質土では成るべく段植えがよく余りに溌植すると壁長

点に士が入り芯贋を生ずる｡

植 付 本 数 (旺 巾 条 同 株 間 に関する問荘)

単位面積当りの収榎晃はある程匿まで植付本数の増加と

共に増加するが､植付本数が増Jmすれば栽楯の為の労只

や種苗代の増加はもち諭,植付A=数に応じて施肥唱を増

加しなければ果実が小さくなり返って摂食を生ずる場合

がある.従って単位面杭当りの植付本数は1.2,3等品

別の買収価格､等級親梅はもち諭､栽培地の肥臥 施肥

の程度等を考定の上決定しなければならなV,｡次表は私

が命湾で行った密植栽培試験の結果であるo

密 植栽 蹴 験 1

場 所: 台湾台南州

時 期:昭和14年

施肥･星: ]本1カ年当 N-1Cg P205-2g

K20-6.0g

敷 濁 : -クタール当15000斤の

植付本数､(旺rl13-4尺､株間 10-1.4尺､条間

2尺､二列値)
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拭験芹果 (第1回収覆)

1区別 開花率 !｣讐 割 平均鞠- _llJ g●1等2等3等品比埜
,Col

l1 79･82 44･97 11,552

2 8000 47 ,04 1,485

3 78.00 50.84 1,495

4 82.21 A2 15 1,695

5 8Ju 8 47.50 Ii,696

6 82.00 49 32 1.618

78.99 3498

68.3:21.7:10.0

65.2:231:ll.7

65.5:20,4:14.1

88.4:10.2:1.4

880:9.5:2.5

85,8:13.0:1.2

90.1:7.5:2.7

879:10.4:17

703■89.6:8.6:1.8

区 .別

l.(36300本)

2 (39600)

3 (43560)

1 (30250)

5(33000)

6 (36300)

事7 (25930)
a

18(28280)

iヲ(31110)
※

0(20.000)

∴ -=蚕 -

94268157626 633.581トン当 32P｣

｣二衆によると-クク-ル当36､000-33.00()

本場が有利であるo但し考えなければならなvlことは､

当時は2号純の唄道が行われ､果物は屯当600個内外

の大柴が遥ばれたが､現在では主として3号椎が用V,ら

れるからこの様な大束では寧ろ困るので､硯に沖純北部

では今年 (1959)18kg以上 (1部では 15kg以上)の

果物は二等品TlF.の価格となってV,る｡ この様に考えると

将来は更に密植して1か12kg程度とし､総生産壕を挙

げた方が戯壕はもち論碓詰業者にとっても有利であると

思うが､差しあたりは1等品すれすれの果物を出来るだ

け多 く収唖できるように植付本数を増加し､肥培管確を

行うことが最も農家にとって望ましV,ことになる.次衆

は八詫山E3･業研究指導所で行った試験結果であるO

(4)

密 植栽 培ヨ式験 2

A区 反rT施肥局 N-15メ PZ0518メ K20-17メ

窪付本義贋暮鮎 還蛋 望 ト 2_｡等鵬 換価収入
kg kg B-H

J320 93.36278.71.55828.9163.9-7.2 56.8711

3600 186.44938.71.58823.2-692-7.6 43.740

2880 191343LI311.62553.6-L16.ト0 13.960

3960 88.955053156423.5-659-1()6 48.254

B区 N-12メ P205-5メ K20-15メ

十 二 二 二 ∴ ∴ H

c区 N-8メ P205-3メ K20-11メ

∴∴ ∴ 7 1 -
1320 73.14111713022.9-580-391

1
換価収入

13トL]
29.309

2880 9143895A1.48032.8-54.1-13.1 35027

3960 82.744｣421,357122･-573-305 3｣330

3300 864J193JI,Lm 2Ll.T-53ト219 353｣1

2640 86.13659.51.61031.6-61.8-3.6 34283

3850 81.44067g1.2989.3-55.81349 30431

3080 77.43404.71,42110.8-72.9-163 27755

2880 82131日 71,･139195-61l-16.1 28.8ト9



上表から見ると､A区では植付方法によって例外があ

るが ,反当植付本数の多V,区即ち4320本-3800本区が収

笹敬が多 く換価収入も多い慎向があり.B区では収監品

も換価収入もA区よりやや植付Ai数の少い3960-3600本

植区がよく,1320本値では総収陸尉 よ比較的よV,が換価

収入は多少b'･色を示す憤向が認められる.更にC区をみ

ると ,この傾向は一層甚しく 総収陛杭は3960-1320Oノド

区が比坂的よV,那 ,換価収入はむしろ3000人櫨がよく､

この場合には総収僅畳3300本区が嘘れているOこのよう

な結果が何に基因してV,るかといえば､1-2-3等品

の比率がちがV,､夫々の買収価格に差異があるか らであ

る｡即ち､この場合には1等品が 1斤B円の7円 ,2等

品が5円､3等品が3円という1958年の価格によってJii

をTr//ii-したからであるO若し1等品2等品の価格差が行

桁されるか､あるV,は坂 り除かれるならば ,反当収入の

伯仲は更.こ密値区が有利となり､相に一定以上の大黒が

枯'Gに買収せられるようになれば-関宮値が有利になる

はずである｡ (1等品のような大具を使用して二号総括

を作るのであればとも角 ,現tEのように2等品も同便の

3号経をtT:る場合に､何故東は wr削 桁まで卓1-くする必菅

があるのかol等品で3号結晶をTf･:る-))-が2等品を･･単

価の安vl･･用V,て3号括話を作るよりも L物の製造oo/早

塑造痢歓が多V,為 に寧ろ有I:IJであるのか､ このような点

についてはパイン産業審議会において了F.確な資料 こ裁い

て爺急結L論を川すことは農'泰にとって極めて鳴響なこと

である lしかし少くとも現瓜 こぶいては'1fJL･;級別の価格

が存在するのであるから､.クこの点に撫V,托LE.･を払V,植I､l

木歓の∴小L-を行うべきである

(l L･nilが/てイン栽培に適した闘場に ,肥料を l一分

にIj･え11嘉勺枝把を行う切合にはJkさ▲/IIO00本以 Lの常眼を

行ったノJが.しい 尚この場合'(T'-洋紙の価格叢がJCきV,切

介にはやや刺 打とし､小さい場汁にはやや劉 b-_とするこ

とはJ/i.:;㌔,:こ策である

(2J戸人も l･分に行わ-jt-､ 紹91:の検却も行わず､肥

料も少ぎ-I(てすまそうと考える切;ト その他栽培技術にl'1

IL;{のナこいJ+!三,'ぐに.'t3000-3300本位J)附 tlを71つ た〟がよ

∨ヽ

(3)但し何れ:そしても余りに疎 植すれば反って生育

も謀 く､利益が少い場合が多いo

パインの雷値 ,疎値の問題は単に収優良や 1-2-3

等品の生産比率や価 格のみで 論ぜられなV,場合が生ず

る 何故ならば琉球に患V,ては暴風による倒伏と､史に

倒伏による日焼異の発生の問題があり､密値は畳を防 ぐ

に効梨･的な楊/rTが多い｡又琉球の一部には鳥胃があり,

定ズ1.剛b-_すると港がit_ちある程度烏害を少くすることが

できる 尚パイン収が新しV,開墾地の場合は余り問題が

ないが､古 くなると雑草防除が又大きい問題になり､欝

旭が 一つの有効な防除手段となる｡その他今後のパイン

栽培のJj向は恐らく満3年栽培の2匹り収穫で廃桝という

経常ノj法を取ることが有利であると思われるが ,この)i

式が行われるようになれば一個常旭が望ましV,ことにな

るものと思われる｡

唯 ここに一つの問題は ,密偵によって英が徒長し､果

実が小さくなるという一部農家の経験である｡このこと

につV'ては例えば同格質の多い新開築地にしかも窒素を

多 く与えると､同化作用によって出来た訳i水化物が窒素

と-･緒になってたん白質をT字り､植物体の生足に用いら

れる獄こ､結実に必要な夢壬水化物が不足し果実が′J巧 く

なることも､ul然T,想せられる処であり､Ti実際tT湾で.よ

かつて繊維採取用のノミイン栽培は粗描な常牌の 卜で 行.'i

れたのであるから､ある程度考膚の予地もあるわけであ

る しかしこのようなことは r二述の的付本数もスムース

カイエンの栽培に35LV,ては起る蜜も少く､仮 りにこのよ

うな傾向が認められる場介でも施肥払 額素比率を変え

ることによって防がれることであって､ これあるが為に
悼.=旭はイ(rJJであるとの説は当らない｡一変するに上B妃の色

の々点を考え日間に適する栽植木数を決定する事に今綾

のFt=_唾t,7(低 トーに極めて大きい影響を及ぼすものである

木欲は同じでも上記の鮎Fiiせの如FnJにより綿物体の人き

さや黙契の収!t1-､等納比率に影響を及ぼす所が多く､文

f巨指Jtヰ三にも閉旅する処が多いから､Je･々の経営方式.こ

)軒L'(した磯的ノjAを J二jtすることも大切な研究過日でb

る (富 商 ･香川 大学 教二受 渡辺正 一)
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